
食でつながるフェスタ東京

２０２３

日時：８月１１日（金・祝）１０：３０〜１５：４５
会場：飯田橋セントラルプラザ１２階＆１０階＋Zoom
東京都新宿区神楽河岸１−１　JR・地下鉄飯田橋駅直結
参加費：無料
申込フォーム：https://forms.gle/dGKCo7K2tHUb2BJ19

主催　一般社団法人全国食支援活動協力会
共催　社会福祉法人東京都社会福祉協議会　東京ボランティア・市民活動センター
　　　社会福祉法人ふきのとうの会

昨今の新型コロナウイルスや物価高騰等、食支援のニーズが増していま
す。フードパントリーや宅食等、生活支援としての食支援が広がる一方
で、こども食堂やコミュニティカフェ等、あらためて「食でつながる居
場所」に対する関心が高まっています。
 食フェスタ東京は、多様な食支援団体が集まり、互いのノウハウを共有
することで社会課題の把握と活動の継続・発展に向けたノウハウを得るこ
とを目的に開催します。

対面＋オンライン
ハイブリット開催



�
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プログラム
＜基調報告＞
「⾷」の⼒と居場所づくりについて
サヘル・ローズ⽒
PROFILE/イラン出⾝。8歳で来⽇し、⾼校⽣から芸能活動を始める。
舞台『恭しき娼婦』では主演を務め、主演映画『冷たい床』ではミラノ国際映画祭で最優秀
⼥優賞を受賞するなど、映画や舞台・俳優としても活動の幅を広げている。国際⼈権団体NGO
の「すべてのこどもに家庭を」の活動では親善⼤使を務めた。2023年3⽉5⽇は「⾷フェスタin
札幌」にて「こどもの貧困から考える今⾃分たちにできること」というテーマで基調講演を⾏
う等、⾷と⾷⽀援活動にも関⼼を持って活動されている。

＜対話＞⾷でつながる地域づくり
サヘル・ローズ⽒�×�⼀社）全国⾷⽀援活動協⼒会 専務理事 平野覚治
�⾷がもつ⼒と可能性について

＜交流会＞分科会
①⾷と⾼齢者、多世代⾷堂について
NPO法⼈アテラーノ旭�理事⻑�遠藤�穣�⽒
PROFILE/⼭中雅⼦⽒が空き店舗を活⽤し「まちのお茶の間�アテラーノ旭」を設⽴。2009年に⾼知市から委託を受け配
⾷事業と⽇常⽣活⽀援事業がスタート。現在は遠藤穣⽒が理事⻑を務める。

②⾷と⾒守り活動、ネットワークづくりについて
⼥性を元気にする会�代表�ゴージャス理枝�⽒
PROFILE/2015年に「⼥性を元気にする会」を設⽴。⽀援対象は⼥性で、⼥性であれば、ひとり親、障がい者、年齢問
わず⽀援している。現在は県から委託を受け、「トータルビューティーフェア」を開催している。

③広域的な⾷⽀援構築
∼南オーストラリア州の配⾷サービス（MoWSA）とミールズ・オン・ロジシステム（MOWLS）について∼
千葉⼤学⼈⽂科学研究院�清⽔�洋⾏�⽒
⼀社）全国⾷⽀援活動協⼒会�専務理事�平野覚治�⽒

・・・MoWSA Meals�on�Wheels�SouthAustralia�・・・
ボランティアベースの⾼齢者に対する配⾷サービス。南オーストラリア州はミールズ・オン・ホイールズの先進地。
現在6,500⼈のボランティアが在籍。
・・・MOWLS ミールズ・オン・ホイールズ ロジシステム・・・
全国のこども⾷堂等の「居場所」に集う⼦どもから⾼齢者等すべての⼈が⾷事を得られる環境をサポートするシステム。

申し込み
問い合わせ https://www.mow.jp

〒158-0098 東京都世⽥⾕区上⽤賀6-19-21 03-5426-2547
infomow@mow.jp

食でつながるフェスタ東京２０２３
�⾷の意義、「⾷」に対する⾷⽀援の活動について考える
�活動団体の事例から

⾷⽀援に関わる活動団体の交流を図る
  持続可能な居場所づくりのノウハウを学ぶ


